












吃音児の母子関係について検討するため、早期発吃男児(2 才代発吃)の神経症的行動の出

現と母子関係について検討した。この結果、既に 0才代において、母親から子どもへの愛

着行動が不十分であること、神経症的行動は母親に対する子どもからの愛着行動が阻止さ

れる状況で顕著に生じるとともに、神経症的行動の発症は、吃音の発症の前駆的症状と解

される場合が観察された。また、初診時の親子関係診断検査の結果では、母親については、

積極拒否、厳格、矛盾、不一致に特徴がみられた。父親については,消極拒否が特徴であっ

た。 

次に、3 才吃音児の母親の母子交渉について、母子自由遊び場面を観察・録画記録し、分

析検討した。母親および子どもの発話について転記記録を作製し、発話の機能分類を続行

中である。 


